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　男　3,483人（前月比＋15）

　女　3,413人（前月比＋2）

■世帯数
　　2,369世帯（前月比＋17）
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広報きそさき 2011年2月1日

ってどうなっているの？「現状と課題」ってどうなっているの？「現状と課題」

特集 私たちの町の上・下水道

今の下水道料金って？　他の市町に比べてどうなの？Q

極めて厳しい運営状況だけど、今後の課題は？Q

 ：処理場等の維持管理費については、その使用者が負担することが原則であることから、今後の下水道使用
料金のあり方について検討していく必要があります。また、使用料金の賦課方法についても、現在は人数制で
徴収していることから一定した使用料金は確保できますが、使用者間の負担の公平性を保つには全国的に例
の多い、汚水量（水道使用量）に応じた料金（従量制）に移行していくことも同時に検討していく必要がありま
す。今後もできうる限り経費の削減に努めて参りますが、運営安定化に向けて木曽岬町下水道事業運営委員
会等で様々な検討をして参りますので、町民皆さま方のご理解とご協力をお願いいたします。

 ：木曽岬町の今の下水道使用料と近隣自治体との比較をしてみました。

●現在の下水道使用料　1ヶ月当り＝基本料金（一世帯）500円＋人数割（一人）300円
　　　　　　　　　　　　※企業等については、算定口数により徴収（一口当り2,000円／月）

下水道事業の収支状況は
どうなっているの？ （平成21年度決算）

Q

 ：平成21年度下水道事業の決算は、収入では町一般会計からの繰
入金が82％（約3億1千万円）を占め、支出では施設建設時に借り入
れた償還金（公債費）が61％（約2億3千万円）を占めています。また、
処理場等の維持管理費（約1億3千万円）に充てなければならないと
される下水道使用料（5千万円）の回収率は約4割と、必要経費の半
分にも満たないきわめて厳しい運営状況（赤字運営）となっており、
その大部分を町一般会計からの繰入金で賄っている状態です。

収入　3億7,950万円

支出　3億6,976万円

町一般会計
繰入金
3億1,187万円  82％

加入者負担金
1,045万円  3％

事務的経費
1,428万円  4％

処理場等
維持管理費
1億2,951万円
35％

下水道使用料
5,138万円  14％

公債費（借金）
2億2,597万円
61％

前年度繰越金
580万円  1％

家庭人数

1人

2人

3人

4人

5人

木曽岬町（人数制）

800円

1,100円

1,400円

1,700円

2,000円

桑  名  市（従量制）

1,102円

1,827円

2,902円

3,945円

5,489円

弥  富  市（従量制）

1,575円

2,362円

3,622円

4,725円

5,985円

下水道使用料金の近隣自治体との比較（1ヶ月当り、消費税込み）〈基本料金の減額〉
平成9年4月より基本料金を1ヶ月当り
1,000円減額しています。
（減額前1,500円／月→減額後500円／月）

※これは、多くの住民の方から要望があ
　りました下水道受益者負担金の軽減に
　配慮したものです。

※従量制（水道使用量に応じた料金）については、1人当りの水道使用量を0.25㎥／日
　（木曽岬町平均値）で計算しています。
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特集特集
私たちのまちの上水道・下水道私たちのまちの上水道・下水道

　私たちの町の上水道・下水道って今、どうなっているのか？、近隣市町と
比べて料金等はどうなのか？これらの点について、先月号・今月号の広報紙
で特集し皆さんにお知らせします！

“木曽岬町の下水道”
私たちの町の下水はどこで処理されるの？Q

 ：木曽岬町の下水道は整備図のように、農業集落排水事業（4地区）と公共下水道事業（1地区）で整備を行い、
合計5ヶ所の処理場において汚水の処理を行なっています。

〈下水道整備図〉
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“県営地域用水環境整備事業  木曽岬２期地区”の概要！

　県営地域用水環境整備事業は「快適な生活環境・豊かでうるおいのある水辺環境空間の創造」を目的に平成
9年度より第1期として国の採択を受け、中央幹線排水路の浚渫、護岸の緑化、管理道路等の整備を行ってま
いりました。
　しかし、第1期事業では幹線排水路の抜本的な浄化対策にいたらず、その後の微生物の増殖や底泥等の堆積
により、透明度は低下し、時期によっては悪臭の発生もみられます。
　このようなことから、平成20年度に住民アンケートを実施し、この結果を基に中央幹線排水路の水質浄化に
取り組むべく国に申請しておりましたところ、平成21年度に「木曽岬2期地区」として新規採択を受けました。
　町では、2期地区を実施するにあたって、従来の行政主体の手法ではなく、何をどのようにして実施するか
等についても住民の皆さんの意見を聞きながら実施していくことを基本とし、平成20年度より沿線地域の役
員の方 （々区長、土地改良区役員、学識経験者等）で組織する「水質浄化整備部会・公園等整備部会」を設立し、
大学の専門教授等で構成された「水質浄化検討委員会」の意見を聞きながら協議し、木曽岬町における水質浄
化事業の在り方について検討してまいりました。
　部会、検討委員会設立後2年あまりにわたり検討してまいりましたが、このたび「木曽岬2期地区」で整備を
行う概要がまとまりましたので住民の皆さんにお知らせするとともに、今後事業を進めてまいります。

　県営地域用水環境整備事業は「快適な生活環境・豊かでうるおいのある水辺環境空間の創造」を目的に平成
9年度より第1期として国の採択を受け、中央幹線排水路の浚渫、護岸の緑化、管理道路等の整備を行ってま
いりました。
　しかし、第1期事業では幹線排水路の抜本的な浄化対策にいたらず、その後の微生物の増殖や底泥等の堆積
により、透明度は低下し、時期によっては悪臭の発生もみられます。
　このようなことから、平成20年度に住民アンケートを実施し、この結果を基に中央幹線排水路の水質浄化に
取り組むべく国に申請しておりましたところ、平成21年度に「木曽岬2期地区」として新規採択を受けました。
　町では、2期地区を実施するにあたって、従来の行政主体の手法ではなく、何をどのようにして実施するか
等についても住民の皆さんの意見を聞きながら実施していくことを基本とし、平成20年度より沿線地域の役
員の方 （々区長、土地改良区役員、学識経験者等）で組織する「水質浄化整備部会・公園等整備部会」を設立し、
大学の専門教授等で構成された「水質浄化検討委員会」の意見を聞きながら協議し、木曽岬町における水質浄
化事業の在り方について検討してまいりました。
　部会、検討委員会設立後2年あまりにわたり検討してまいりましたが、このたび「木曽岬2期地区」で整備を
行う概要がまとまりましたので住民の皆さんにお知らせするとともに、今後事業を進めてまいります。

特集

木曽岬2期地区の事業概要
事業費　3億9千万円

事業計画年度　Ｈ21～26年度

①利用保全施設整備事業
　利用保全施設整備事業は、水質浄化を目的と
　し中央幹線排水路に流入する富栄養素を取り
　除くことにより、微生物の増殖を減らし、中
　央幹線排水路の透明度を高める事業を行いま
　す。合わせて親水橋等の整備も実施します。
②親水景観施設整備事業
　親水景観施設整備事業は、中央幹線排水路の
　一部を護岸整備、および底泥対策等を実施す
　ることにより、親水空間を創りだし、地域住
　民の交流を図る事業を行います。

※注）事業については、H22.12月に開催した水質・公園合同部会に提示した内容です。
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“県営地域用水環境整備事業“県営地域用水環境整備事業
木曽岬２期地区”の概要！木曽岬２期地区”の概要！

特集特集

“うるおいのある水辺空間”を求めて…
いよいよ地域用水環境整備事業がはじまります。

今月号では、その事業の概要を
皆さまに紹介します。

今後の課題
本事業で計画する施設の
今後の維持管理について、

住民の皆さんに
参画して頂くことを検討しています。
積極的に参画して頂けるよう
計画して参りますので、
ぜひご参加ください。
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わたしたちのまちの
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全
国
で
約
１２４
万
人
が
成
人
を
迎
え
る

今
年
、
木
曽
岬
町
で
は
１
月
８
日
（
土
）

に
１２２
名
の
方
々
が
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
、

当
日
会
場
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生

ホ
ー
ル
」
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
や
、

り
り
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
の
皆
さ

ん
が
多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
か
ら
の
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
中
学
校
恩
師
が
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
っ
た
「
思
い
出
ビ
デ
オ
」
の
上
映
、

小
学
校
・
中
学
校
恩
師
に
よ
る
新
成
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
新
成
人
を
代
表
し
て

太
田
有
紀
さ
ん
の
謝
辞
で
締
め
く
く
ら

れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

広報きそさき2011年2月1日

わたしたちのまちの

夢
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も

抱
き

続
け
よ
う
！

夢
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も

抱
き

続
け
よ
う
！
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わたしたちのまちの

今の気持ちを漢字
一文字で表すと？
その理由は？

今年の成人式も、新成人6
名の実行委員により企画か
ら運営までを行いました。
この実行委員の皆さんに新
成人を代表して、アンケー
トに答えていただきました
のでご紹介します。

新成人
アンケート

Q1

「木曽岬町」と
言えば…？

Q2

大人とは、
どんな人だと思い
ますか？

Q3

町長に一言！

Q4

太田　有紀さん

　　　　成人を迎える
　　　　ことができ、
　　　　また、久しぶ
りに恩師や地元の友人
に会うことができたか
ら。

昔から変わらない町だ
が、最近は海外からき
た人と共存している町
だと思います。

自他共に尊重し、常に
冷静沈着な判断、責任
をもった行動をする人
だと思います。

不景気で大変ですが、
木曽岬町民全員で、よ
り住み心地のよい木曽
岬町になるよう一緒に
頑張っていきましょ
う！！

嬉

伊藤　和貴さん

　　　　フレッシュな
　　　　気持ちでこれ
　　　　から色々な事
に挑戦していきたいか
ら。

人情味あふれるのどか
な町であるとともに、
国際色もあわせてもっ
ている町。

大人としての自覚はも
ちろんのこと、いろい
ろな場面で客観的に判
断がくだせ、その言動
に責任がもてる人。

住民の声に耳を傾け、
よりよい町づくりをし
ていってほしいです。爽

本郷　麻衣さん

　　　　新しいことに
　　　　もチャレンジ
　　　　していきたい
から。

田んぼ・桜並木、自然
がいっぱいで、帰って
くるとホッとする、不
便なところもいっぱい
あるけど、木曽岬はこ
のままがいいです。

自分の行動一つ一つに
責任がもてる人。みん
なから頼りにされる存
在。

木曽岬がよりよい町に
なるよう、これからも
頑張ってください！！新

木村　宣弘さん

　　　　成人式を迎
　　　　え、今後は多
　　　　くの新たな方
向に進んでいきたいか
らです。

とても穏やかな町。他
の町と比べると規模と
しては、小さいかもし
れないけど、人と人と
のつながりが多いと思
います。

自分の行動に自覚があ
る人。責任ある行動が
とれる人。

今後も木曽岬町をより
よい町にしていけるよ
うに頑張ってくださ
い。

進

加藤　未来さん

　　　　木曽岬で育っ
　　　　たこと、よい
　　　　仲間がもてた
ことが私の財産であ
り、これからも大切に
していきたい物だから
です。

優しさにあふれていて、
心休まるふるさとです。
時代に流されず、現代
人にたりない“こやし”
を与えられるそんな場
所でありつづけてほし
いです。

日本の顔です。自分の
言動に責任をもち、物
事を進めたり、未来の
日本のために、努力し
ている人だと思いま
す。

先日の話し合いの場で、
木曽岬には沢山の課題
があるのと同時に、すて
きな町であることがわ
かりました。そんな木曽
岬のすてきなところを
守ってください。

財

平野　哲さん

　　　　さまざまなこ
　　　　とに挑戦し羽
　　　　ばたいていき
たい。

堤防一面に植えてある
桜が春になると一斉に
咲き美麗。

物事を客観的に捉える
ことができ、すべてに
責任をもてる。

自然を残しつつ、若人
が住みやすい町に発展
できるよう頑張ってく
ださい。

翼
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わたしたちのまちの

　

１
月
５
日（
水
）午
後
７
時
よ
り
、
役
場

２
階
会
議
室
に
お
い
て
右
記
の
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
新

成
人
代
表
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、
未
来
を
担
う
４
名
の
若
者
と
語

り
あ
っ
た
の
は
、
町
長
・
町
議
会
議
長
・

教
育
長
と
、
進
行
役
を
つ
と
め
た
教
育
課

長
の
４
名
で
、
話
題
は
〝
木
曽
岬
町
の
よ

さ
・
課
題
〞
を
皮
切
り
に
〝
教
育
〞〝
防

災
〞〝
木
曽
岬
干
拓
〞
ま
で
多
岐
に
わ
た

り
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
、
学
生
あ
る
い
は
社
会
人
の

立
場
か
ら
故
郷
木
曽
岬
町
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
木
曽
岬
町
を
は
な
れ
た
生
活

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
は
な
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
分
か
る
木
曽
岬
町
の
良
さ
を

実
感
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
例

え
ば
〝
人
情
豊
か
な
人
の
良
さ
〞
で
あ
っ

た
り
、
都
会
の
喧
噪
か
ら
は
な
れ
た〝
静

か
で
豊
か
な
自
然
環
境
〞で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
ん
な
木
曽
岬
町
の
良
さ
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

木
曽
岬
町
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん

な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
５０
年
余
を
経

た
今
、
も
ち
ろ
ん
新
成
人
自
身
に
伊
勢
湾

台
風
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
防

災
体
制
の
充
実
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
体
験
者
で
も
あ
る
町
長
よ
り
い
ざ
と
い

う
と
き
の
心
構
え
の
話
も
あ
り
、
真
剣
に

聞
き
入
っ
て

い
る
新
成
人

は
、
防
災
に

対
す
る
気
持

ち
を
ま
た
新

た
に
し
た
こ

と
と
思
い
ま

す
。

成
人
と

語
る

い
集

新

と

語
る

い
集

成
人

新
成
人

新

開
催

加藤未来さん
伊藤和貴さん
木村宣弘さん
平野　哲さん
（順不同）

新成人代表

謝  

辞

謝  

辞

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
町
長
さ
ま

を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

方
、
私
達
の
成
人
式
に
ご
参
列
頂
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
成
人
と
い
う
の
は
先
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
つ

い
に
私
達
も
今
日
成
人
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
達

百
二
十
二
名
が
成
人
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
周
り
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、

恩
師
や
家
族
、
支
え
合
っ
て
き
た
仲

間
が
い
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

　

二
十
歳
と
い
う
の
は
人
生
に
お
い

て
大
き
な
節
目
で
す
。
そ
し
て
周
り

の
人
々
か
ら
は
「
大
人
」
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。
罪
を
犯
せ
ば
実
名
が
記

事
に
載
り
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
権
を

は
じ
め
、
飲
酒
や
喫
煙
な
ど
自
分
自

身
で
判
断
す
る
こ
と
や
責
任
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
中
に
は
、
ま
だ
学
生
生
活

を
楽
し
ん
で
い
る
人
、
す
で
に
社
会

人
と
し
て
働
い
て
い
る
人
、
ま
た
結

婚
し
て
新
し
い
家
庭
を
築
い
て
い
る

人
な
ど
進
ん
だ
道
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
く
人

間
的
に
も
未
熟
で
す
が
、
日
々
少
し

ず
つ
成
長
し
、
尊
敬
さ
れ
る
大
人
で

あ
っ
た
り
、
周
り
の
人
々
か
ら
頼
ら

れ
る
大
人
、
社
会
や
地
域
に
貢
献
で

き
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
仲
間
と
一

緒
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
木
曽
岬
町
の

素
朴
さ
や
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人

柄
が
今
後
も
続
き
ま
す
よ
う
に
、
そ

し
て
さ
ら
な
る
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
一
月
八
日

成
人
代
表　

太
田　

有
紀
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わたしたちのまちの

　

１
月
９
日（
日
）小
学
校
校
庭
に
お
い

て
、
平
成
２３
年
の
新
春
を
飾
る
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
加
藤
町
長
に
よ
る
観
閲
、

団
員
及
び
消
防
車
１０
台
の
分
列
行
進
、

表
彰
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
の
訓
示
後
に
は
、
県
知
事
代
理

並
び
に
三
谷
県
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を

賜
り
、
平
野
消
防
団
長
は
答
辞
に
て

「
我
々
消
防
団
の
任
務
を
全
う
し
、
町

民
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
町

民
の
信
望
と
期
待
に
応
え
た
い
」
と
新

た
な
一
年
へ
の
意
欲
を
力
強
く
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
を
締
め
く
く
る
一
斉
放
水
で
は
、

長
島
木
曽
岬
分
署
の
ハ
シ
ゴ
車
と
町
消

防
団
の
ポ
ン
プ
５
台
か
ら
空
高
く
放
水

さ
れ
、
鮮
や
か
な
５
色
の
水
し
ぶ
き
が

消
防
活
動
の
一
年
の
始
ま
り
を
告
げ
ま

し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
分
団
及
び

団
員
の
皆
さ
ま
を
次
の
と
お
り
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

平
成
23
年

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

◆木曽岬町長表彰
優良分団表彰
　第　３　分　団
優良団員表彰
　第１分団分団長 道 藤 正 樹

　副団長 黒 宮 一 郎
　第１分団分団長 道 藤 正 樹
　第３分団分団長 加 藤 哲 也
　第４分団副分団長 佐 藤 靖 浩
　第２分団班長 鈴 木 康 生
　第１分団団員 平 野 晶 規
　第２分団団員 花 井 俊 樹
　第２分団団員 伊 藤 健 宏

　第１分団班長 伊 藤 勝 也
　第４分団班長 金 原 弘 始
　第５分団班長 松 山 　 巧
　第４分団班長 大 橋 広 記
　第３分団班長 星 野 倫 之

　元消防団長 三 輪 泰 雄

◆三重県消防協会長表彰

◆三重県消防協会北勢支会長表彰

◆木曽岬町長感謝状
　三重県消防協会長感謝状
　三重県消防協会北勢支会長感謝状

消防団員の分列行進

木曽岬町長表彰（優良分団表彰）を受賞した第３分団



■11

広報きそさき2011年2月1日

わたしたちのまちの

故 

諸
戸
澄
男
氏

　
「
瑞
宝
双
光
章
」受
賞

　

氏
は
、
昭
和
３５
年
木
曽
岬
村
に

奉
職
し
て
以
来
２８
年
余
り
の
間
、

豊
富
な
行
政
経
験
と
卓
抜
な
る
識

見
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
平
成
元
年
か
ら
１２
年

間
収
入
役
に
就
任
し
、
町
の
財
務

管
理
と
町
の
発
展
及
び
教
育
・
住

民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

１６
年
か
ら
２
年
間
、

民
生
児
童
委
員
に
選

任
さ
れ
も
ち
前
の
誠

実
な
性
格
で
、
社
会

福
祉
に
対
す
る
理
解

と
熱
意
で
地
域
福
祉

の
推
進
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
収
入
役
退

任
後
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
病
を
患

わ
れ
平
成
２２
年
１１
月

１６
日
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
平
成
２２
年
１１
月
１６
日

付
け
を
も
っ
て
、
栄
え
あ
る
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
賞
し
、
平
成
２２

年
１２
月
２８
日
に
加
藤
町
長
よ
り
ご

家
族
（
故
諸
戸
澄
男
氏
の
妻
）
に

伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
、
紙
面
を
も

ち
ま
し
て
ご
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童

委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

に
よ
り
昨
年
１２
月
１
日
付
け
で
、
次
の

方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、

加
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状
等
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ま
は
、
地
域
の
高
齢

者
・
障
が
い
者（
児
）・
児
童
な
ど
へ
の

保
護
・
援
助
の
情
報
提
供
な
ど
日
頃
か

ら
広
く
地
域
の
福
祉
増
進
に
献
身
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
者
・
支

援
者
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
一
斉
改
選
に
よ
り
昨
年

１１
月
３０
日
を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
木
村
寶
隆
氏
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

お
よ
び
三
重
県
知
事
よ
り
１７
年
間
の
長

き
に
わ
た
る
地
域
福
祉
向
上
へ
の
多
大

な
貢
献
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
加
藤
町
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し

た
。

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員

有村マサエ
■住所／栄2-5
■電話／68-2493

五 藤 忠 夫
■住所／源緑輪中20
■電話／68-2010

猪 飼 潤 子
■住所／小林296
■電話／68-8005

森　眞紀子
■住所／栄226
■電話／68-2362

平 松 照 代
■住所／和泉132
■電話／68-8543

伊藤美沙子
■住所／見入117
■電話／67-2952

田 中 俊 子
■住所／富田子307-18
■電話／68-2165

水 谷 　 正
■住所／源緑輪中810
■電話／68-8509

諸 戸 　 勤
■住所／加路戸817
■電話／67-4362

阿 部 和 子
■住所／白鷺628-99
■電話／68-3638

白 木 　 斉
■住所／外平喜130
■電話／67-0580

長谷川勝利
■住所／白鷺628-173
■電話／68-3417

民生員・児童委員

主任児童委員

■住所／富田子104
■電話／68-1862

　 功
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きんてつやとみ

にしくわなくわな

とみだきんてつとみだ

きんてつ
よっかいち

きんてつ
ゆのやまおんせん

御在所岳

いせ
わかまつ

よっかいちにしひの

うつべ

すずかし

すずか

しろこ

ひらたちょう

かめやま すずかサーキット
いのう

とういん

あげき

にしふじわら

やとみ

三
岐
鉄
道
北
勢
線

三
岐
鉄
道
三
岐
線

養
老
鉄
道
養
老
線

近
鉄
名
古
屋
線

伊
勢
鉄
道

近鉄鈴
鹿線

ＪＲ
関西
本線

亀山P.A.

新名神高速道路

伊勢関

亀山JCT

関

亀山

鈴鹿

四日市

四日市東 みえ川越

湾岸桑名

湾岸長島

弥富木曽岬
四日市JCT

みえ朝日

桑名

長島

桑名東

大山田P.A.

御在所S.A.

湾岸長島P.A.

伊勢湾岸自動車道

愛 知 県

伊勢湾

岐 阜 県

亀山市

菰野町
東員町

朝日町

川越町

桑名市

鈴鹿市

四日市市

木曽岬町

いなべ市

東
名
阪
自
動
車
道

1

1

23

23

421

421

365

365

306

306

306

306

477
近鉄湯の山線

1

9

16

17

18

19

20

21

11

1213

14

15

4

2

5

6

7

8

3

至
豊
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ

広報きそさき 2011年2月1日

北伊勢内５市５町の
「花」の咲くスポット（地図内に①～㉑で記載）に置かれた

スタンプ４つを集めると
応募者に抽選で各市町の特産品をプレゼント

北伊勢内５市５町の
「花」の咲くスポット（地図内に①～㉑で記載）に置かれた

スタンプ４つを集めると
応募者に抽選で各市町の特産品をプレゼント

抽選の発表は当選者のみ、郵便でお知らせ

・四日市市役所商業観光課
　☎059－354－8175

・桑名市役所観光課
　☎0594－24－1231

・亀山市役所文化部観光振興室
　☎0595－96－1215

・鈴鹿市役所商業観光課
　☎059－382－9020

・いなべ市役所農業振興課
　☎0594－46－6309

・東員町役場建設産業課
　☎0594－86－2808

・菰野町役場観光産業課
　☎059－391－1129

・朝日町役場まちづくり推進室
　☎059－377－5663

・川越町役場産業開発課
　☎059－366－7120

・木曽岬町役場産業建設課
　☎0567－68－6105

北伊勢エリア10市町連絡先

応募用チラシ設置場所や
スタンプ設置期間の問合せはコチラ

■問合せ先
　北伊勢広域観光推進協議会
　☎059－391－1129
　（菰野町役場内）

四日市市

四日市とんてき

つぶあんの入った細長くのばした餅を、
1つ1つ丹念に焼き上げています。ほの
かな焦げ目の香ばしさが、穏やかな香り
と上品な味わいになっています。

四日市名物のとんてきは、分厚い豚肉を
にんにくがきいたソースで焼き上げたボ
リュームたっぷりのご当地グルメ。

朝日町

和菓子

饅頭や最中など和菓子の老舗「若松園」。
銘菓「汐見」は、土産物として親しまれて
います。

桑名市

安永餅

東員町
あなご1本にぎり
ＢＵＴＡ丼

鈴鹿市
穴子料理
名酒 鈴鹿川

ハチによる受粉と塩分のある地質で生ま
れた安心で糖度の高い木曽岬トマトで
す。

お持ち帰り専用のあなご1本にぎりは秘
伝のタレで炊き上げています。
BUTA丼はふんわり卵と極上味付け（企
業秘密）のお肉のコラボです。

木曽岬町

完熟トマト
「ハウス桃太郎」

ファーマーズマーケットいなべっこは、
いなべの美味しいが盛りだくさんです。

いなべ市

いなべの特栽米
「いなべっこめ」

良質な酒造米を用い朝明川の豊富な伏流
水を仕込み水に、昔ながらの酒造りをし
ています。

川越町

地酒
天慶・天一

江戸時代から穴子漁が盛んな伊勢若松。
脂ののった新鮮な穴子は、絶品です。
鈴鹿で唯一の酒蔵、清水醸造の地酒「鈴
鹿川」もおすすめの逸品です。
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せき

名阪国道

滋 賀 県

1

25

25
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広報きそさき2011年2月1日

ひと足先に「北伊勢」の春に会いに行こう！ひと足先に「北伊勢」の春に会いに行こう！

花と食の回廊花と食の回廊10市町

スタン ラ ーリプ

２／１（火）～６／３０（木）
　自然と歴史、文化が香る北伊勢地域。四季折々の楽しみがいっぱいのこの
エリアでも、ことに春は「花」と「食」の魅力が咲き誇る季節！
　抽選で北伊勢地域の特産品がもらえるスタンプラリーに参加して、みんな
よりちょっぴり早く、お得に春を楽しみませんか。

1 鈴鹿市 割烹旅館　魚半楼／同店内

2 四日市市 日永梅林／南部丘陵公園北ゾーン

3 いなべ市 いなべ市農業公園／同園内

2月　梅

6 菰野町 ［アカヤシオ］御在所岳／御在所ロープウェイ山頂駅

7 四日市市 十四川堤防／四日市高校同窓会館隣

8 桑名市 九華公園／同園内管理事務所

9 鈴鹿市 鈴鹿フラワーパーク／同園内

10 亀山市 観音山公園／関ロッジ

11 いなべ市 勝泉寺／同境内

12 木曽岬町 鍋田川堤桜並木／富田山源盛院

13 東員町 藤川堤防／鳥取集落センター

14 朝日町 東海道柿地内／イナガキ電器店前

15 川越町 中部電力川越火力発電所／公園内休憩所

4月　花・桜

17 亀山市 ［はなしょうぶ］亀山公園菖蒲園／歴史博物館

8 桑名市 ［はなしょうぶ］九華公園／同園内管理事務所

18 鈴鹿市 ［大さつき］江西時（だるま寺）／同境内

19 四日市市［ハマヒルガオ］吉崎海岸／楠緑地体育館
20 いなべ市［あじさい］北勢市民会館／同会館内
21 東員町 ［あじさい］中部公園／同園事務所

6月　花

16 亀山市 ［フジ］太巌寺／同境内

番号 市町名 花スポット／スタンプ設置場所

3 いなべ市［ぼたん］いなべ市農業公園／同園内

8 桑名市 ［つつじ］九華公園／同園内管理事務所

6 菰野町 ［シロヤシオ］御在所岳／御在所ロープウェイ山頂駅

5月　花

4 鈴鹿市 ［不断桜］子安観音寺／同境内

5 菰野町 ［シデコブシ］田光シデコブシ群落

3月　花

亀山市

猪鍋

猪肉と地元の野菜をふんだんに使った野
趣豊かな名物料理。

菰野町の町名の由来と言われるマコモ
（真菰）を使った商品です。マコモタケや
マコモの若葉粉末を使って、いろいろな
商品を作っています。

菰野町

まこものお菓子
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申込用紙につきましては、
役場　産業建設課備え付け
のものをご利用いただくか、
町ホームページからも
印刷できます。

申込期限

申込・問合せ先
２月１８日㈮
役場　産業建設課
☎68－6105

自慢の作品を展示し、会場を彩りませんか？

への出店

町体育館
会　　場

手芸品、工芸品
美術品等

出  展  物

作品展作品展作品展作品展

20112011
に参加しませんか？に参加しませんか？

木曽岬町の木曽岬町の
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　3月21日（祝・月）開催の「伸びゆく木曽岬町の
ふれあい広場2011」では、各イベント参加者を次
のとおり募集します。
　　　　　　参加ご希望の方は、申込書にご記入
　　　　　　　　のうえ、期限までにお申し込み
　　　　　　　　　ください。多数のご参加をお
　　　　　　　　　　待ちしています！

　　　　　　　　　　　　※申し込みをされた方には後
　　　　　　　　　　　　　日開催の「出店者打合せ会」
　　　　　　　　　　　　　において、詳細を説明しま
　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　  （出店者打合せ会開催予定日
3月3日（木）午後1時30分から）

ご家庭で眠っている不要なおもちゃ、
生活雑貨や書籍等を整理して、
資源の有効利用を図りませんか？

への出店

役場前広場　特設会場
会　　場

※申込書に印鑑の押印が
必要となります。

フリーマーケットフリーマーケットフリーマーケットフリーマーケット

伸びゆく伸びゆく
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●
概　
　

要

　
『
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

　

ア
ホ
ー
ム
の
生
活
と
実
情
２
』

　

開  

催  

日　

３
月
１０
日（
木
）

　

会　
　

場　

特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　

聖
母
の
家
学
園

　
　
　
　
　
　

Ｅ
棟
デ
イ
ル
ー
ム

　

時　
　

間　

午
前
１０
時

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
１２
時
３０
分

　

講　
　

師　

聖
母
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　
　
　
　
　
　

ム
担
当
者

　
　
　
　
　
　

わ
か
た
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　
　
　
　
　
　

ム
担
当
者

　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
の
運
営
を
比
べ
な

　

が
ら
、
障
が
い
者
の
自
立
し
た
地
域
生

　

活
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
で
す
。

●
対  

象  
者

　

障
が
い
児
・
者
の
ご
家
族
、
支
援
者
、

　

地
域
関
係
者
な
ど

●
参  

加  

費

　

無　
　

料

●
申
込
締
切

　

３
月
５
日（
土
）

●
申  

込  

先

　

メ
ー
ル　

seibo-sc@
juno.ocn.ne.jp

　

ＦＡＸ
０
５
９
│
３
２
０
│
３
５
７
０

　

☎
０
５
９
│
３
２
１
│
４
５
０
２

　

お
申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
は
件
名

　

に「
支
援
セ
ン
タ
ー
学
習
会
申
し
込
み
」

　

と
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、本
文
に
活
動
名
・
参
加
者
名（
人

　

数
）・
連
絡
先
・
所
属
先
を
ご
記
入
く
だ

　

さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

〒
５１０
│

０９６１　
四
日
市
市
波
木
町
３９８
│

１

　

特
別
支
援
学
校　

聖
母
の
家
学
園

　

教
育
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

　

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
：
山
下
達
也

　

☎
０
５
９
│
３
２
１
│
４
５
０
２

　

ＦＡＸ
０
５
９
│
３
２
０
│
３
５
７
０

　

E-m
ail　

seibo-sc@
juno.ocn.ne.jp

●
実
施
日
時

　

３
月
９
日（
水
）、
１０
日（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
４５
分
ま
で

　

＊
両
日
と
も
受
講
が
必
要

●
実
施
場
所

　

桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地

　

桑
名
市
消
防
本
部
（
２
階
研
修
室
）

●
申
込
方
法

　

受
講
希
望
者
は
、
桑
名
市
消
防
本
部
・

　

防
災
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
又
は
フ
ァ

　

ッ
ク
ス
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
郵
便
番

　

号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

　

記
入
の
上
、
受
講
し
た
普
通
救
命
講
習

　

の
修
了
証
の
コ
ピ
ー
と
合
わ
せ
て
フ
ァ

　

ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７
、

　

ＦＡＸ
０
５
９
４
│
２
４
│
０
１
２
６
）

●
受
付
期
間

　

２
月
７
日（
月
）か
ら
３
月
４
日（
金
）ま

　

で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　

３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

●
定　
　

員

　

３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締

　

め
切
り
ま
す
）

●
受  

講  

料

　

無　
　

料

●
対　
　

象

　

普
通
救
命
講
習
修
了
者
（
受
講
し
て
か

　

ら
３
年
以
内
）
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活

　

動
等
で
応
急
手
当
の
指
導
を
行
っ
て
い

　

た
だ
け
る
方

●
講
習
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と
す
る
応
急
手
当

　

の
手
技
と
指
導
要
領

●
認  

定  

証

 

一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
技
能
認
定
証

　
（
３
年
間
有
効
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
受
講
上
の
注
意
事
項

・
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
服
装
は
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

・
講
習
時
間
に
遅
刻
、
早
退
し
た
場
合
は

　

講
習
終
了
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
食
事
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
車

　

で
の
外
食
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

　

ゴ
ミ
は
各
自
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

　

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
交
通
手
段
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

　

機
関
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

桑
名
市
消
防
本
部

　

防
災
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│

　
　

５
２
９
７

第
６
回 

支
援
セ
ン
タ
ー

学
習
会
の
お
知
ら
せ

第
６
回 

支
援
セ
ン
タ
ー

学
習
会
の
お
知
ら
せ

「
応
急
手
当
普
及
員
講
習
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
応
急
手
当
普
及
員
講
習
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　町内の加路戸で操業の福徳商事株式会社（本社:名古屋市中村区名駅3丁目5-2）より、木曽岬町の発展に役
立てていただきたいと多額のご寄附を賜りました。
　このことから昨年12月22日に、木曽岬町表彰条例に基づき善行表彰し、賞状と記念品を贈呈させていただ
きました。すでに平成20年にも多額のご寄附をいただいており、重ねてお礼を申し上げるとともにますますの
発展をご祈念申し上げます。
　町の活性化・町民の福祉向上に使わせていただきます。
　ありがとうございました。

ご寄附を頂きました
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●
問
合
せ
先

　

〒
５１０
│

００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森

１
│

１４
│

１１（
阿
部
ビ
ル
２
Ｆ
）

　

自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　

☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　

自
衛
官
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
│
０
６
３
│
７
９
２

　

正
午
〜
午
後
８
時
（
年
中
無
休
）

●
日　
　

時

　

３
月
１９
日（
土
）

　

午
前
８
時
４５
分
〜
正
午

●
集
合
場
所

　

三
岐
鉄
道　

三
岐
線　

大
安
駅
前

　
（
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
行　
　

程

　

光
蓮
寺
、
土
生
神
社
、
梅
戸
の
町
な
み
、

　

ま
ち
か
ど
博
物
館
な
ど
を
案
内
人
と
と

　

も
に
散
策
し
ま
す
（
約
５
キ
ロ
）

●
参  

加  

費

　

無　
　

料

●
募
集
人
数

　

８０
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　

り
ま
す
）

●
募
集
期
限

　

３
月
１
日（
火
）
必
着

●
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
最
大
４

　

人
）
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

　

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
左
記
ま
で
郵

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

　

桑
名
県
民
セ
ン
タ
ー
内　

桑
員
ふ
れ
あ

　

い
の
道
協
議
会

　

〒
５１１
│

８５６７　
桑
名
市
中
央
町
５
│

７１

　

☎
０
５
９
４
│
２
４
│
３
６
３
３

　

月
末
・
週
末
は
、
登
録
申
請
手
続
き
・

相
談
等
が
集
中
し
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。

　

特
に
、
年
度
末
の
３
月
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
の
登
録
等
、
自
動
車
税

等
に
関
す
る
手
続
き
は
、
左
記
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

記

〈
申
請
・
届
出
関
係
〉

●
普
通
自
動
車
・
２５０
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト

　

バ
イ

　

三
重
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
５
５

　
※

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る

　
　

案
内
）
は
、
２４
時
間
利
用
可
能
で
す
。

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録
等
手

　
　

続
き
の
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　
　

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

中
部
運
輸
局

　
　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/chubu/

●
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　

☎
０
５
９
│
２
３
４
│
８
４
３
１

●
１２５
㏄
を
超
え
２５０
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

　

☎
０
５
９
│
２
３
４
│
８
６
１
１

●
１２５
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　

住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

〈
税
金
関
係
〉

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　

三
重
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
４
２

●
軽
自
動
車
税
（
２５１
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト

　

バ
イ
含
む
）

　

三
重
県
軽
自
動
車
税
等
事
務
共
同
処
理

　

協
議
会

　

☎
０
５
９
│
２
３
４
│
７
０
７
６

早
め
の
手
続
き

す
ま
せ
て
、安
心

早
め
の
手
続
き

す
ま
せ
て
、安
心

自
衛
官
募
集

自
衛
官
募
集

歴
史
散
策　

参
加
募
集

歴
史
散
策　

参
加
募
集

採用種目 試験会場受付期間 採用試験日資格（4月1日現在）

予備自衛官補
（ 一 般・技 能 ）

一般・技術幹部
候 補 生

歯 科・薬 剤 科
幹 部 候 補 生

一般曹候補生

1月11日㈫
～4月6日㈬

2月1日㈫
～5月6日㈮

2月1日㈫
～5月6日㈮

2月1日㈫
～5月6日㈮

一般：18歳以上34歳未満

18歳以上27歳未満

技能：18歳以上保有する国家
　　　資格免許等に応じ53歳
　　　及び54歳未満
大卒（見込み）26歳未満（大学院
修士課程修了者は28歳未満）
歯科：20歳以上30歳未満
　　　専門大卒（見込み）
薬剤：20歳以上26歳未満
（薬学修士取得者は28歳未満）

久居駐屯地
（津市）

久居駐屯地
（津市）

久居駐屯地
（津市）

久居駐屯地
（津市）

4月15日㈮～18日㈪の間
の指定する1日

1次試験　5月14日㈯・
［15日㈰飛行要員希望者］

1次試験　5月14日㈯

1次試験　5月21日㈯

「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
大
安
を
訪
ね
る
」

自
動
車
の
検
査
登
録
制
度
等
は
、

　

車
社
会
を
支
え
る
ル
ー
ル
で
す
。

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を
！
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
人
権
啓

発
映
画
上
映
会
」
が
、
平
成
２２
年
１２
月

４
日（
土
）町
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
タ
イ
ト
ル
は
「
お
と

う
と
」。
吉
永
小
百
合
さ
ん
や
笑
福
亭

鶴
瓶
さ
ん
な
ど
を
キ
ャ
ス
ト
に
製
作
さ

れ
た
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
作
品
で
す
。

体
育
館
に
足
を
運
ば
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
一
冊
は
、
映
画
に
登

場
す
る
姉
弟
の
幼
い
頃
を
描
い
た
「
絵

本　

お
と
う
と
」
で
す
。
作
者
で
あ
る

松
本
春
野
さ
ん
の
あ
と
が
き
に
こ
う
あ

り
ま
す
。

　

日
が
暮
れ
る
ま
で
外
を
駆
け
回
る
。

大
笑
い
し
た
り
、
怒
っ
た
り
、
う
ぉ

ん
う
ぉ
ん
と
泣
き
わ
め
い
た
り
す
る
。

誰
の
子
ど
も
時
代
も
、
そ
ん
な
子
ど

も
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
温

か
く
受
け
と
め
見
守
る
大
人
が
、
ち

ゃ
ん
と
生
き
て
い
け
る
社
会
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。（
以
下
略
）

　

映
画
の
中
で
鶴
瓶
さ
ん
が
演
じ
る

〝
お
と
う
と
〞
は
幼
い
頃
か
ら
人
に
褒

め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
優
し

く
て
賢
い
姉
と
は
対
照
的
な
存
在
で
す
。

み
ん
な
か
ら
つ
ま
は
じ
き
に
さ
れ
、
自

暴
自
棄
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。

　
「
絵
本　

お
と
う
と
」
で
も
、
や
ん

ち
ゃ
で
お
こ
ら
れ
て
ば
か
り
の
弟
と
、

し
っ
か
り
も
の
の
姉
と
い
う
関
係
は
映

画
と
同
じ
で
す
。
そ
し
て
、
映
画
の
ラ

ス
ト
で
〝
お
と
う
と
〞
が
多
く
の
心
あ

る
人
た
ち
の
や
さ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
絵
本
の
ラ
ス
ト
で
も
理

解
あ
る
大
人
の
や
さ
し
さ
が
〝
お
と
う

と
〞
を
つ
つ
み
ま
す
。

　　
「
人
権
映
画
上
映
会
」
は
〝
木
曽
岬

町
人
権
・
同
和
研
究
協
議
会
〞
が
主
催

し
て
い
ま
す
。
映
画
の
上
映
に
際
し
て

は
、
毎
年
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
、「
人

権
」
す
な
わ
ち
〝
人
が
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
〞
の
一
助
と
な
る
よ
う
上
映
す

る
タ
イ
ト
ル
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
人
を
見
か
け
や
う

わ
さ
・
イ
メ
ー
ジ
で
判
断
し
て
し
ま
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
み
ん
な

が
そ
う
言
う
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら

…

」
そ
ん
な
気
持
ち
は
誰
に
で
も
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
が

先
入
観
や
偏
見
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
ど
う
か
一
度
自
分
で
冷
静
に
考
え
て

み
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

映
画
の
〝
お
と
う
と
〞
は
、
自
暴
自

棄
に
な
り
な
が
ら
も
最
後
ま
で
ユ
ー
モ

ア
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
最

後
ま
で
〝
お
と
う
と
〞
を
見
守
り
続
け

た
姉
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

た
ん
な
る
え
こ
ひ
い
き
で
は
な
く
、

最
後
ま
で
信
じ
て
く
れ
る
大
人
の
存
在

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
こ
の

映
画
や
絵
本
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

『
絵
本　

お
と
う
と
』

松 

本 

春 

野　

文
・
絵
：
新
日
本
出
版
社

シ
リ
ー
ズ

平成22年12月14日（火）午後7時30分から役場2階協議会室にて標記の会が開催されました。

　今回の準備委員会は、各ワーキンググループ（プログラム・マネージメント）からそれぞれの協議状況の
説明がなされた後、プレイベント第４弾の運営方法や２月24日（木）に開催する設立総会の概要について協
議されました。
　また、クラブの“顔”ともいえる「ロゴマーク」について委員の皆さんから出されたアイデアをもとにク
ラブロゴマークが決定され、設立総会時において発表される予定です。

第22回きそさきＡＺクラブ設立準備委員会開催第22回きそさきＡＺクラブ設立準備委員会開催

お問い合わせは…教育委員会まで（☎68-1617） 教育委員会だより
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教育委員会だより

プレイベント
第4弾

プレイベント
第4弾

きそさきAZクラ
ブ

きそさきAZクラ
ブ

“ジュニアスポーツ体験教室”
が開催されましたが開催されました
“ジュニアスポーツ体験教室”“ジュニアスポーツ体験教室”“ジュニアスポーツ体験教室”

　平成22年12月19日（日）、町内の体育施設3会場で、きそさ
きAZクラブ設立準備委員会が主催するプレイベント第4弾“ジ
ュニアスポーツ体験教室”が開催されました。
　当イベントは、小学生以下の子ども達にさまざまなスポーツ
を体験していただき、体を動かす楽しさを知ってもらうことを
目的に開催され、サッカー、バスケットボール、柔道、空手、ドッ
ジボール、野球、剣道の7種目に延べ29名の方が参加していた
だきました。
　このイベントをきっかけに、たくさんの子ども
が体を動かすことへの関心が高まり、運動する機
会が増えることを願っています。
　なお、イベントの模様はケーブル
テレビCTYでも紹介されました。

　1月5日（水）から7日（金）の3日間、ほおのき平スキー
場（岐阜県高山市）を会場に“わんぱくキッズスキー・ス
ノーボードスクール”を開催しました。
　当事業は『「できた！」が自信につながる』『自然の中で
コミュニケーション能力を育む』『自立心と社会性を身
に付ける』の3つをテーマに桑名郡市の小学生を対象に
桑名ふれあい実行委員会が主催したものです。
　今回は196名（うち、木曽岬町からは16名）
の参加者があり、3日間の活動を通じて、スキ
ー・スノーボード技術の習得はもちろんのこ
と、他の市町の同世代の子とたくさんの友達
を作ることや、キャンプカウンセラーのお兄
さん・お姉さんとも友達になることができま
した。

わんぱくキッズわんぱくキッズ

スキー・スノーボード
スクール開催!

スキー・スノーボード
スクール開催!

スキー・スノーボード
スクール開催!

スキー・スノーボード
スクール開催!
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教育委員会だより

　三重県内全29市町が出場する“美し国三重市町
対抗駅伝”が今年は2月20日（日）に開催されます。
　県庁前（津市）をスタートし、県営総合競技場陸上
競技場（伊勢市）までの10区間
42.195ｋｍを当町の代表チーム
も激走しますので、
町民の皆さんも応援
しましょう！

がんばれ！
team KISOSAKI

がんばれ！
team KISOSAKI

がんばれ！
team KISOSAKI

美し国三重市町対抗駅伝

第4回美し国三重市町対抗駅伝　木曽岬町代表選手
カテゴリー（区間） 距離（㎞）選 手 名

※小学生は5年生～6年生
※ジュニアは平成3年4月2日～平成7年4月1日までに生まれた競技者
※一般女性は平成10年4月1日以前に生まれた女性競技者

佐藤　りか橋之爪ゆうき小 学 生 女 子（第1区） 1.28

倉下　朱紀 白 木 滉 也小 学 生 男 子（第2区） 1.85

嵯峨　実紗 伊藤　美空中 学 生 女 子（第3区） 3.76

伊藤　貢士伊藤　孝晃中 学 生 男 子（第4区） 5.65

伊藤　　勇 村上　隆史40歳以上男子（第5区） 4.60

奈 良 賢 治 藤井　譜行ジュニア男子（第6区） 6.36

奈 良 桃 子 服部なな美一 般 女 子（第7区） 2.89

白木　　葵 伊藤沙也加ジュニア女子（第9区） 5.95

藤吉　　光 穴井　貴晴20歳以上男子（第10区） 6.425

加藤日香理20歳以上女子（第8区） 3.43

第4回

税 インフォメーションインフォメーションインフォメーション
税理士による無料

税務相談の開設について 税務署からのお知らせ

　桑名税務署の平成22年分確定申告会場は、
桑名市役所5階大会議室になります。

●開設期間　2月16日（水）～3月15日（火）
　　　　　　（土曜日、日曜日は除く）
●開設時間　午前9時～午後5時
●そ  の  他　１　駐車場の混雑が予想されま
　　　　　　　すので、なるべく公共交通機
　　　　　　　関をご利用ください。
　　　　　　２　開設期間中は、税務署内で
　　　　　　　は申告書等の作成指導は行っ
　　　　　　　ておりません。
　　　　　　　　なお、申告書等の提出のみ
　　　　　　　の場合は、従来どおり税務署
　　　　　　　の窓口又は郵送でも受け付け
　　　　　　　ています。
●問合せ先　桑名税務署
　　　　　　（〒511-8510　桑名市江場7-6）
　　　　　　代表番号　☎0594-22-5121

●木曽岬町商工会館第一研修室
●2月22日（火）・23日（水）
●午前9時30分～午後4時
　（正午から午後1時までは除く）

※会場等の都合により受付を午後4時に締切り
　ます。
※相談利用者は、原則として平成21年分の青
　色事業専従者給与額・青色申告特別控除額ま
　たは事業専従者控除額を控除する前の所得金
　額が300万円以下の方（消費税の申告があ
　る方は、平成20年分の課税売上高が3,000
　万円以下の方）が対象となります。
※譲渡・山林所得がある方、贈与税の申告をす
　る方および青色申告特別控除65万円を受け
　ようとする方等の相談は、税務署の申告会場
　（桑名市役所5階大会議室、開設期間：2月
　16日（水）～ 3月15日（火）午前9時～午後5
　時（土曜日、日曜日は除く））へお願いします。

●問合せ先　桑名税務署　個人課税第一部門
　　　　　　☎0594-22-5121
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「サイバー犯罪」にご注意！！「サイバー犯罪」にご注意！！

「振り込め詐欺」にご用心！！「振り込め詐欺」にご用心！！

　平成22年度において学生納付特例制度により、国民年金保険料の納付を猶予されている方で、平成23年度も引き続
き在学予定の方へ、3月下旬に基礎年金番号等の印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。同一の
学校に在学する場合、このハガキに必要最小限の記載事項を記入するだけで申請ができます。この場合は、在学証明書
または学生証は不要です。なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書等が必要です。
　また、平成23年度は学生納付特例制度を利用せず、国民年金保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたし
ますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。

～一人で悩まず、家族や警察に相談を！～

※警察では、皆さまから頂いた情報をもとに使用される口座を凍
　結する等の捜査を行っています。
　一刻でも早く口座等を使用不能にすることにより、被害を未然
　に防止することができます。
　犯人からの電話やメール等がきた場合、少しでも早く警察にご
　連絡ください。

　最近の「オレオレ詐欺」の手口は、警察官や銀行協会職
員等を装い、被害者名義の口座番号、残高、暗証番号を言
葉巧みに聞き出した後、被害者宅を訪問し、キャッシュカ
ード等をだまし取る訪問型が増えています！

●警察官等が電話で、口座番号や暗証番号などを確認
　することはありません。
●警察官や銀行協会職員などが自宅を訪ね、キャッシ
　ュカードや印鑑を預かりません。
●電話での問い合わせに対し、口座番号や暗証番号な
　どの個人情報は絶対に教えないようにしてください。

　インターネットや携帯電話などを利用して、犯罪やトラブルに巻き込まれる事例が増加しています。犯罪やトラブルに
巻き込まれないよう十分注意して利用してください。

●出会い系サイト、好奇心だけで近づくと危険です！！
●インターネットオークションなどの取引は慎重に！！
●ID／パスワードをしっかり管理しましょう！！
●アクセスしただけで登録されてしまうサイトに注意！！
●掲示板、チャット等ではルールやマナーを守りましょう！！

※サイバー犯罪の検挙や実態把握には、皆さまの情
　報が必要です。
　インターネット上の違法・有害情報をお待ちして
　います。また、サイバー犯罪に対する被害相談にも
　応じています。

　次に、「架空請求詐欺」の手口は、携帯電話等電子メー
ルに「有料サイトの退会手続きがされていないので料金が
発生しています。」等といったメールが送られ、画面の表
示番号に電話すると未納料金を振り込むよう指示され現金
をだまし取られるというものです。

●身に覚えのない「有料サイト」等の利用料金に関す
　るメールを受信した場合は、送信元に連絡しないよ
　うにしてください。

すぐ振り込
まない、

　ひとりで
振り込まな

い、

　　　誰か
に相談する

!!

振り込め詐欺専用メールアドレス
　furikome110@police.pref.mie.jp

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

ミーポ君

ご相談は、警察総合相談電話（受付　平日午前9時～午後5時）
＃9110 もしくは 059-224-9110
桑名警察署　0594-24-0110

件　　数
死 者 数
負傷者数

26件（194件）

  2人（41人）
  0人（0人）

（　　）…平成22年累計

12月の交通事故
町内

国民年金についてのお問い合わせは、
いつでも役場住民課年金係までお気軽にご相談
ください。

「学生納付特例制度」の申請は
  毎年必要です。



件　　数
死 者 数
負傷者数

16件（41件）

  3人（9人）
  0人（0人）

3月の交通事故町 内

（　　）…平成21年累計
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保健師保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

＜予防接種の効果＞
　感染症は、細菌やウイルスによって引き起こされます。予
防接種の役割は、病気に対する特異的な抵抗力（免疫）をつ
けて、病原体から身を守ることです。予防接種を受けるかど
うか迷った場合は、医師に相談して一
緒に考えていきましょう。予防接種を
受けておけば、病気を予防することが
でき、子どもとその周囲の人の健康を
守ることができます。

＜予防接種の種類＞
　予防接種には、「定期接種」と「任意接種」があります。

　対象の方には、1月中頃に通知をさせていただきましたので、そちらを
ご確認ください。（町内の幼稚園・保育園・中学校に在園・在校の方は、
そちらから配付して頂きました）

　予防接種法によって定められている予
防接種。定められた年齢内であれば、原
則、無料で受けられます。
※定められた年齢を過ぎると任意接種扱いとなり有料に
　なります。
　詳しくは、健康カレンダーをご覧ください。

今月は、「予防接種」
についてお知らせします。

今月は、「予防接種」
についてお知らせします。

定期接種

　予防接種法で定められていない予防接
種や、定期接種を定められた年齢を過ぎ
て受ける予防接種。個人の意志で受ける
もので、費用は有料となり、料金は医療
機関によって異なります。

※今回、この中の「子宮頸がん」「ヒブ」「肺炎球菌」に、
　公費補助が出ることになりました。

任意接種 有料のものも
ありますが、
ぜひ

受けましょう。

子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌の
予防接種の
公費補助が始まります！！

＜今回公費補助になる3つのワクチンについて＞
ワクチン名 ＨＰＶワクチン

公費補助の年齢 生後2か月～5歳未満 生後2か月～5歳未満中学1年生～高校1年生に相
当する女子

接 種 方 法 〈生後2か月以上7か月未満〉
4 ～ 8週間の間隔で3回接種。その
後おおむね1年の間隔をおいて1回
追加接種。
〈生後7か月以上12か月未満〉
4 ～ 8週間の間隔で2回接種。その
後おおむね1年の間隔をおいて1回
追加接種。
〈1歳以上5歳未満〉
1回接種

〈生後2か月以上7か月未満〉
4 ～ 8週間の間隔で3回接種。その
後生後12～15か月で1回追加接種。
〈生後7か月以上12か月未満〉
4 ～ 8週間の間隔で2回接種。その
後1歳以降に1回追加接種。（2回
目の接種からは60日以上あける）
〈1歳以上2歳未満〉
60日以上の間隔を開けて2回接種。
〈2歳以上〉
1回接種

合計3回接種。
1回目の1か月後に2回目、
6か月後に3回目を接種

注 意 点 現在高校1年生の場合、H23
年3月末までに1回でも接種
していたら、高校2年生にな
った4月以降も残りの回数が
公費で受けられます。

副 反 応 接種部位の発赤、腫れ、しこりや発
熱などの症状が起こる場合がありま
すが、程度や頻度は決して高くあり
ません。

ほとんど認められませんが、発熱や
発疹、接種部位の発赤や腫れ、しこ
りがみられる場合があります。

筋肉注射なので痛みがあるこ
と、また倦怠感や頭痛の訴え
がみられるという報告があり
ます。

予防できる病気 子宮頸がん インフルエンザ菌ｂ型による髄膜
炎、敗血症、肺炎などの感染症

肺炎球菌による髄膜炎、肺炎、中耳
炎、敗血症などの感染症

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン

●問合せ先／木曽岬町保健センター
　　　　　　（こども相談センター）保健師
　　　　　　☎68－6119

必ず
受けましょう
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広報きそさき2011年2月1日

今 月 の お 知 ら せ 等

地上アナログテレビ放送終了のお知らせ 中部国際空港よりお知らせ

●受信相談／総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　☎0570－07－0101（IP電話等、ナビダイヤルが繋がらない方は☎03－4334－1111）
●視聴エリア／㈳デジタル放送推進協会　ホームページ http://www.dpa.or.jp/

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジタルテレビ放送への移行に伴い、
2011年7月24日までに終了いたします。
地上デジタルテレビ放送の視聴方法など受信に関する相談、お問い合わせは、下記へ
お願いします。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用く
ださい。

※

収
集
日
程
に
つ
い
て
は
行
事
・
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

家
庭
ご
み
、
資
源
ご
み
収
集
日
程

の2月

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・西対
海地・田代・脇付・雁ヶ地・福崎・
上見入・東見入・下見入・辰高・
上和泉・下和泉・中和泉・小和泉・
小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  3日、  7日、10日、14日、17日
21日、24日、28日

毎週火・金曜日
  1日、  4日、  8日、11日、15日
18日、22日、25日

毎月第１・第３水曜日
2日、16日

毎月第２水曜日
9日

毎月第４水曜日
23日

毎週水曜日
2日、9日、16日、23日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 27日

口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

■固定資産税…………………………………… 第４期分
■後期高齢者医療保険料……………………… 第８期分
■水道料金・下水道使用料 ……………………… Ａ地区
■幼稚園授業料（2/15納期限） …………………… ２月分
■保育園保育料（2/28納期限） …………………… ２月分

2月の納付 納付をお忘れなく！

月2 教育関連施設開館日のおしらせ
町体育館
◎一般開放日
　卓球、バドミントンなど、
　道具の貸し出しを行ってい
　ます。
　自由に使用できます。

　13日㈰午前9時～正午
　27日㈰午前9時～午後4時

文化資料館
◎開館日
・毎週日曜日
　午前9時～午後4時

北部公民館
◎開館日
・火～金（祝日を除く）
・土・日曜日
　午前8時30分～午後5時

◎軽スポーツ教室
　体育指導委員による軽スポ
　ーツ教室を行います。イン
　ディアカやドッジボール、
　卓球などを実施しておりま
　すのでぜひ体育館へお越し
　ください。

　13日㈰午後1時～4時

体育館シューズを持参の上、お越しください。

毎月第２・４日曜日開設

【住　民　課】…………収納・証明業務
【税　務　課】…………収納・証明業務

窓口事務内容

13日
（第2日曜日）

27日
（第4日曜日）

7日
（第1月曜日）

日曜役場開設日日曜役場開設日22

22

月

月延長役場開設日延長役場開設日

AM8:30~PM5:00時　間

PM8:00まで時　間

主な図書主な児童図書
スイーツとおひなさまの本「だいすき！」の本

北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しております。

今月は下記のとおりです。皆さまどうぞご利用ください。

図書室だより図書室だより北部公民館

＊
飯
塚　

有
紀
子 

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
チ
ョ
コ
ス
イ
ー
ツ
」

＊
佐
藤　

ひ
ろ
子 

「
ほ
ん
と
う
に
お
い
し
い
生
地
で
つ
く
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
レ
シ
ピ
」

＊
加
藤　

千
恵 

「
ラ
ブ
リ
ー
！　

ハ
ッ
ピ
ー
！

　

贈
る
お
菓
子
」

＊
弓
岡　

勝
美 

「
ち
り
め
ん
の
つ
り
飾
り
と
お
雛
様
」

＊
小
林　

一
夫 

「
和
紙
で
折
る
お
ひ
な
さ
ま
」

＊
塩
谷　

優
希 

「
や
さ
し
い
小
物
と
和
紙
の
お
人
形
」

＊
ル
ー
ス
・
ボ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

 

「
ち
び
ゴ
リ
ラ
の
ち
び
ち
び
」

＊
い
も
と　

よ
う
こ 

「
ふ
た
つ
の
花
」

＊
三
浦　

太
郎 

「
く
っ
つ
い
た
」

＊
内
田　

麟
太
郎 

「
と
も
だ
ち
や
」

＊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
Ｐ
・
ブ
リ
ッ
ジ
ズ

 

「
い
つ
ま
で
も
す
き
で
い
て
く
れ
る
？
」

＊
つ
ち
だ　

の
ぶ
こ 

「
で
こ
ち
ゃ
ん
と
ら
す
た
く
ん
」
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■発行/木曽岬町役場
　〒498-8503 三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地251番地
■編集／議会事務局
　☎（0567）68-6108  FAX（0567）66-3111

木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。

お問い合わせ先

福祉健康課・保健センター
☎68-6104へ

■
日　
　

時
／
２
月
22
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

■
受
付
時
間
／
午
前
９
時
45
分
〜
10
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
８
月
〜
Ｈ
22
年
10
月
生

　
　
　
　
　
　

の
乳
児
と
保
護
者（
託
児
あ
り
）

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳

も
ぐ
も
ぐ
教
室

も
ぐ
も
ぐ
教
室

教　

室　
・　

相　

談

コーナー保健衛生保健衛生の
お忘れのないように

●町のホームページ
http://www.town.kisosaki.mie.jp/

子育てに関する相談は

子育て相談専用電話子育て相談専用電話
（土・日・祝日を除くAM8:30～PM5:00）

☎68-6119へ（6のハロー119番）

■
日　
　

時
／
３
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
８
・
９
月
生
の
乳
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

す
こ
や
か
指
導
室

す
こ
や
か
指
導
室

■
日　
　

時
／
３
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
Ｈ
22
年
５
・
６
月
生
の
乳
児

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

歯
っ
ぴ
い
指
導
室

歯
っ
ぴ
い
指
導
室

■
日　
　

程
／
２
月
24
日
㈭
、
３
月
３
日
㈭

　
　
　
　
　
　

３
月
10
日
㈭

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内　
　

容
／
こ
と
ば
や
発
達
の
支
援
、
カ

　
　
　
　
　
　

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

予 

約 

制

■
日　
　

時
／
３
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
時
間
／
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
１
歳
６
ヶ
月
か
ら（
全
６
回
）

■
持  

ち  

物
／
お
子
さ
ん
用
コ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

出
席
カ
ー
ド（
２
回
目
か
ら
）

す
く
す
く
ひ
ろ
ば

す
く
す
く
ひ
ろ
ば

救急医療情報救急医療情報 子育てサロン子育てサロン

女性の悩み相談女性の悩み相談

地域救急医療情報センター
☎0594-23-1199

☎059-352-0557

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

北勢福祉事務所の女性相談員による電話
相談・面接相談（無料）です。

桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）
☎0594-21-9916

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／日曜・祝日
●診療時間／午前９：３０～１２：００
　　　　　　午後１：００～４：００
●平日・土曜の夜間
　　　　　／午後８：００～１０：００

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

■
日　
　

時
／
３
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
３
ヶ
月
児
以
上

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

日
本
脳
炎

日
本
脳
炎

■
対　

象
／
３
歳
〜

※

体
調
の
よ
い
と
き
に
早
め
に
計
画
し
、
受

　

け
ま
し
ょ
う
。

※

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
内
こ
ど

　

も
相
談
セ
ン
タ
ー（
６
８
│
６
１
１
９
）へ

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・風
し
ん
）

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・風
し
ん
）

■
対　

象
／

　

１
期　

12
〜
24
ヶ
月
ま
で
に

　

２
期　

５
歳
〜
７
歳
未
満
で
就
学
前
の
１

　
　
　
　

年
間
に

　

３
期　

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
者

　

４
期　

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
者

三
種
混
合

三
種
混
合

■
対　

象
／
生
後
３
ヶ
月
〜

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ

■
対　

象
／
生
後
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
ま
で
に

２
月
個
別
予
防
接
種

予　

防　

接　

種

◆月曜日の午前・午後
◆火曜日～金曜日の午前

◆月曜日～金曜日（午前9時～午後3時45分）
※祝日はお休み

利 用
できる日

4日㈮・7日㈪の午前・午後
土・日曜日および祝日

２
月
前
半
の
行
事
予
定

２
月
３
日
㈭
／
１
歳
半
・
３
歳
児
健
診

　
　
　
　
　
　

集
団
フ
ッ
素
塗
布

　
　
　
　
　
　
（
ウ
サ
ギ
グ
ル
ー
プ
）

　
　

４
日
㈮
／
の
び
の
び
指
導
室

　
　
　
　
　
　

育
児
相
談
（
予
約
制
）

　
　

１０
日
㈭
／
す
く
す
く
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※

詳
細
は
前
月
号
ま
た
は
、町
行
事・健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

2月の子育てサロンのお休み

がん検診を受けられた方へ
　今回の検診結果に、「要精検」の文字が
あった方は、医療機関で必ず、早めに精密
検査を受けてください。

■
日　
　

時
／
２
月
22
日
㈫

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場　
　

所
／
集
会
室

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
）

■
対　
　

象
／
妊
娠
16
週
以
上
の
妊
婦
、

　
　
　
　
　
　

２
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
の
母
親

　
　
　
　
　
　
（
託
児
あ
り
）

■
定　
　

員
／
20
名
（
先
着
順
）

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

妊
婦
さ
ん
＆
産
婦
さ
ん
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

妊
婦
さ
ん
＆
産
婦
さ
ん
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

予 

約 

制

住 民 課 68-6103

総務企画課 68-6100
68-6101

産業建設課 68-6105
68-6106

税 務 課 68-6102

福祉健康課 68-6104
議会事務局 68-6108
出 納 室 68-6107

教育委員会 68-1617

平日夜間17：15～翌日8：30／土・日・祝日・年末年始
夜間・休日電話 68-8111

■
日　
　

時
／
２
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
２
歳
〜
４
歳
児
の
子
ど
も
を

　
　
　
　
　
　

持
つ
保
護
者

■
持  

ち  

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

　
　
　
　
　
　

お
皿
、
子
ど
も
の
ス
リ
ッ
パ

■
参  

加  

費
／
１
０
０
円

※

希
望
者
は
、
管
理
栄
養
士
ま
で

歯
に
や
さ
し
い
お
や
つ
作
り

歯
に
や
さ
し
い
お
や
つ
作
り
予
約
制

■
日　
　

時
／
３
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場　
　

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象
／
乳
幼
児
、
保
護
者

■
持  

ち  

物
／
母
子
健
康
手
帳

■
内　
　

容
／
身
体
計
測
、
育
児
・
栄
養
な

　
　
　
　
　
　

ど
の
個
別
相
談

※

希
望
者
は
、
保
健
師
ま
で

育 

児 

相 

談

育 

児 

相 

談

予 

約 

制




